木星の四大衛星の話 by 山本, 一淸
Title木星の四大衞星の話
Author(s)山本, 一淸




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University
391
?、．，??㌃?．???
????? 略識
?，?
木星の四大衛星の話
山　本　一　清
　　　　　　　　　　　　　　　（一一）
　今年も早や秋に近づいて，天には木星のよく見える時機が迫って來た．
木星は此の頃ひつじ星座にあって，九月初には毎夜十時頃に東の地李から
上って來るが，其の後，月日の経つざ共に毎夜の出現時刻は漸々早くなっ
て見易い位置に儲る．赤緯が高いため，いろ々々の観望に都合がよい．
　今年度の木星は
　　八月30日　ひつじ座：29番星ミ38番星ミの中間あたりで「停留」ミなり，
　　　其の後は順行蓮動をやめて，逆行蓮動に移る．光輝は「一2」等級で
　　　全天第一である．（未だ金星の観望時機でないから）．望蓮鏡で見た
　　　時の視直径は41秒孚（南北に）であるが，此の日頃は侮日205萬キロ
　　　メートル（52萬里）づxの割合で地球に近づきつNあるから，視直径
　　　も九月中旬には43秒を越え月末には45秒になる．
　　十月29日　　此の日，木星は太陽に封して正反封，師ち「封衝」の位置
　　　に來る．地球からの距離は其の2日前の27日夜が今年中の最近距離
　　　で，彼我僅かに5億9500萬キロ（1億5000萬里強）．天室上の位置はひ
　　　つじ座19番星こζ星ミの間の淋しい天を我が物がほに西行してみる．
　　　光輝は「一2．4」等級で，さっしりご，いかにも落ち付いた光りであ
　　　る．税直径は46秒強．
　十二月26日　　An年度第二回の「停留」Eなり，ひつじ座：Sくじら座ε
　　　うを座εに膀がる鏡界鮎上にある．之れからは蓮動が順行に移るε
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　　　共に，地球からの距離も急に逡ざかり，光りも幾らか淡らいで行く
　　　しかし，年を越えて，翌年度になっても，筒ほよく見えてみて，折
　　　りから近づいて來る火星や金星ミ共に，冬の西の室は時ならぬ花が
　　　喚き揃つナこやうに賑はう筈である．
　　　　　　　　　　　　　　　（二）
　望遠鏡を持ってるる入は誰でも必らす先づ木星を眺めて見て，其の雄姿
に感じ入るものであるが，中にも，日夜交代する四大衛星の憂化多き景色
は幾度見ても人を飽かせないものである．木星の此の四つの衛星は，肉眼
では殆んS“全く見えないものであるから，挿しの人々は寄れを知らなかつ
ナこわけであるが，望遠鏡の獲明によってガリレオが今から三百年前に始め
て之れを知つずこものである．當時，西洋諸國で第十七世紀の初めは，（我が
國の徳川初代に相當し），トレミ　一一の菖學説（天動説）ε，コペルニクの漸馬
蝉（地動説）ミが互ひに相雫ひ，實に，今日以上の思想混齪に陪つた時であ
っナこ．コペルニクの新r地動説」なるものは，實は西歴紀元前のギリシャ
の天文家アリスタルコスによって最初に唱へられたものであるが，其の頃
はブラF一ン，アリストテレス等の哲學ミ共にピタゴラスの地球中心説が
一一・高?ﾉ正しい宇宙學説こ認められ，降って，紀元第二世紀にトレミーの「ア
ルマゲスト」εいふ大著述が叢表されてからは，キリスト教の教理にも符合
するεいふ信念から，世には「天動詮」の信用が平々厚くなった．中世の暗
黒時代に，カペラやブ）V・一ノ等の反例者が若干あっナこけれさ，之れ等は殆
んさ物の数ではなかった．しかるに第十六世紀に至ってコペルニクが現は
れて，太陽中心の新説を樽ふるやうになり，テイヒヨ，ケプラー等の青々
は皆此の新蕎學説の事圃の渦中に巻き込まれ，蕾に群賊界のみならす，哲
學界も宗教界も基けて甲論乙駁の姦しい時代を現出した．しかし此の雫論
も，一々が肉眼で見える天髄現象を唯一の論嫁εしてみる間は，要するに
相互に「水かけ論」であって，甲乙何れにも多少の理を持ち合はせてるる以
上，畢ひは何時果てるミも分らなかった．
　此の時，突如Sして人の耳を打つナこニウスは，aタリヤのガリレオが木
星の周園をめぐる新しい寸土を幾つか獲治したミいふこεであっナこ、ガリ
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レオは當時自ら誇りミする「望遠鏡」ミいふ新機械で，1610年一月7日の夜
に木星を見たこころが，圓く大きい木星の東隣に二つ，西隣に一つの星を
見つけた。初めガリレオは葬れ等を普通の恒星だミ思って鯨り氣にも留
めなかったが，次ぎの日，叉其の次ぎの日，此等の相互位置が憂化するの
を見て，不思議に思ひ始めたのである．當時のガリレオの観測日誌に嫁っ
て，彼れが木星を見ナこま・・の圖をこXに爲して見るミ下の如くである．
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2Pち初めは二つ乃至三っの衛星が見えナこに過ぎなかったが，一月13日に至
って，i途に四つの衛星を悉く見届けたのであって，之れによりガリレオは
水星ε金星ttが太陽の周園をまわってみるこEや，月が地球のまはりを巡
るご主張してみるコペルニク派の人々のために頗る有利な實例を嚢見した
こEになったのである．之れ以來，木星の衛星は天文家の非常に注意する
ものミなり，同時に，一般のアマチュア天文家は喜：んで此の木星の珍景を
i樂しむこεXなった．
　本毛嚢行の「天文年鑑」には第76頁から第96頁までにわナこって，毎夜の木
星衛星の位置が圖に現はしてあるし，叉，第76頁の下牟から第97頁までの
中には，此等の衛星が現はす諸種の現象，殊に
　　（1）木星による各衛星の蝕の時刻，
　　（2）木星による各衛星の掩蔽現象，
　　（3）木星面を各衛星が通過する時刻．
　　（4）　木星面を各衛星の影が通過する時刻
が豫算してある，此等の種々の現象は，軍に見るだけでも愉快なものであ
るが，今一歩進んで之れを観測して其の時刻を測れば，一一Ptの時計のやう
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に見て，此等の観測から正しい時刻を知るこxEが出來ろ．（「天界」第54號第
239頁参照）實際，第十八，九世紀の遠洋航海者tちは，船の中で小さな望
遠鏡により此の木星衙星の出入を槻平して，グリニチ時刻を知ったもので
ある．此の航海術上の慮用については，早くもガリレオが思ひついたもの
であっkが，其の後各衛星の軌道の研究が進歩するにつれ，馴れは別々特
用上大切な問題になって着た．
　之れに關堕して，第十八世紀の頃に井リァム・ホィストンWilliam　Whiston
の「七重望遠鏡」の町明εいふ面白い課もある．即時の遠洋航海船εいへば
今日のやうな幾萬トンの：巨大な船εは違って，誠にあはれな小型の帆報に
過ぎなかった．此の小さい船に乗つナこまNで木星の衛星なさを正確に親
測するこミは非常な熟練を要するこごであったので，英國ケンブリチ大學
の寺男教授ボイスbンは七個の望遠鏡を一束に束ねたやうな形の機械を考
察し，接眼鏡だけは共通のものを一・つ用ふるこざにしt．此の構造による
ミ，艦の上の如く動旛の激しい所で判れをほS“木星に向けて観測してみれ
ば，ミにかく，七つの勤物レンズの何れかの一つから光線が接眼部に入っ
て來て，結局的（まミ）を外すこミなく観測を逡行ずるこミが出軍るεいふ
のである。
　　　　　　　　　　　　　　　（三）
　木星の衛星にちなんで，過去300年間にいろ々々の面白い嚢見が行はれ
た．：先づ其の最初はパリの天文學者オラウス・レーーメルが木星衛星の蝕の
観測から，光線の博達する速度を阿見しナこ．配れは1675年のこSである．平
時の聖者は皆光りが有限の速度で傳はつて行くものであるこεを知らす，
多くは只一瞬時に甲から乙へ傳はるものだらうS思ってみたのであるから
V一メルの此の登見ミ其の學説εを，聞いても初めは眞ミは思はなかつk
ものである．殊にパリ天文皇長カシニや，其の甥マラルデ等は，「木星の第
一一・’≠rr星の蓮動は光の傳達によって解説が出來るけれ曹，其の他の衛星には
之れが當てはまらないのは何うしナこものか？」なさし反問して，容易にレ
ーメルの説を受け入れなかった．そして五十年以上も此の登見は學界に認
められなかった，εころが第十八世紀に入って，英國の天文學者ブラドレ
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イが恒星の観測から光りのアA“Lラシオンξいふ現象を登越した，解れは総
ての星の位置が一年春週期Eして移動する現象なのであるが，此の理由に
ついては，ブラドレイがテームス河を渡ってみる舟E帆Sの角度から思ひ
ついて，「アベラシオンは光線が有限の速さで傳はるために起る現象であ
る」こεを知った．そして此の事が確かめられるS共に，二Nに始めてさ
きのV一山ルの護見した意味が明瞭に知られるに至った．
　　　　　　　　　　　　　　　　（四）
木星の衛星が嚢見された最；勧から，多くの學者は此等の衛星の軌道を決．
定するために，観測ε藪理研究εを働んだ．其の最初の時代には
　シモンマリウス　Simon　Marius（此の人はガリレオよりも早く，1609年
　　　十一月に木星の衛星を嚢解したε傳へられてるる人で，ドイツ入で
　　　ある．1570－1624）．
　ホヂエルナG，B．　Hodierna（aタリア國シチリアの天文家，1597－1660）
　ボレリ　G．A．　BOrelli（イタリア入，1608－1679）
　カッシニ　G．D．　Cassini（4タリア人，後に佛國に招かれてパリ天文皇．
　　　長εなった人，1625－1712）
　マラルヂ　G．F．　Maraldi（カシニの甥，パリ天文家，1665－1729）
　ブラヅドレイ　J．Bradley　（英國天文家，後にグリニチ天文毫長，1692
　　　一・1762）
　マラルヂ　G．D。　Maraldi（G．　F．マラルヂの甥，1709－1788）
　ワーゲンチン　P，W．　Wargentin　（スエーデンの天文家1717－1783）
等の入々が，それ々々の立場から木星衛星の位置豫報を護表した．又，一
方に於いて
　ニゥトン　1。Newton　（引力論の嚢明者，1642－1727）
　オイラー　L、Euler　（ドイツの数理學者，1707－1783）
　ワルムスvイ　C．Walmsley（英國の僧侶，1721？一1797）
　ベイリ　」．S．　Bailly（フランスの天文家，1736－1793）
　ラグランジ　」．L，　Lagrange　（フランスの敷理學者，1736－1813）
　ラプラス　P．S，　Laplacc　（フランスの天文家，1749－1827）
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　トランブル　J，B．　J，　Delambre　（フランzの敷理天文家，1749－k822）
　ダモァソー　M．C．　T．　DomOiseau　（フランスの藪理家，1768－1846）
　ス’iヤー・ル　SouillaTt（フランスの藪理家）
等が衛星軌道の理論を研究した．中にもラプラスの研究は最：も有名なもの
であって，殊に第一第二第三の三衛星相互間に下の如き蓮動法則があるこ
εを護耀しナここεな雷は最も著しい，師ち
　　　　　（1ノーL”）＝＝2（L”一L”ノ）十180。
但し，こxでしノ，L”，　L”ノはそれ々々第一衛星第二衛星第三衛星の経度で
ある．此の關係があるナこめ，此の三つの衛星が同時に合や衝になるこミは
擁してない．
　　　　　　　　　　　　　　　　（五）
　今1928年，英明ローヤル天文藩翰総會に於いて，エデンバラ天文身長サ
ムソンR．A．　Sampson博士は名倉の金牌を贈られナこ．之れは同博士の「木
星の四大衛星の研究」ミいふ有名な論文に封ずる表賞である．サムソン氏
は現代に於ける木星衛星學の早事者であるが，木星衛星の研究を始めたの
は可なり以前であって，氏がグーラムDurham大學天文壼長の時代である
そして1910年の頃，既に此の研究の産物である衛星位置豫報が護表され，
まもな「く之れは各國の天艦暦表にも載せられるこεXなったが，此の研究
が完全な形を備へて世に公けにされたのは1920年一月である。
　　　　　　　　　　　　　　　　（六）
　木星の衛星は，前にも記しk通り，非常に見易いもので，20雪ぐらみの
小さい望遠鏡でも其の位置だけは認められる．叉，100倍以上の望遽鏡では
四つの衛星ミ木星εが同時に視野の中に見へかねるほ曹大きく廣がるもの
である．尤も，衛星の蝕や掩蔽なさの正密な観測をするナこめには，倍牽が
大きいほさ好い．
　木星は，ガリレオが登灯した四つの衛星のほかに，爾ほ五つの衛星を持
ってみる．但し，ガリレオのものは皆我が月ほさの大きさであるけれさ，
他は悉く小さくて，光りも淡いから，此等は世界的の大望遠鏡でないε見
えない，（終）
